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キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
の
第

一
歩
を
手
助
け
す
る
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
、
新
入
生
全
員
を

対
象
と
し
た
「
新
入
生
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ミ
ナ

ー
」
を
毎
年
開
催
し
て
い

る
。
今
年
も
入
学
式
後
の
４

月
７
、
８
の
両
日
、
南
三
陸

町
の「
南
三
陸
ホ
テ
ル
観
洋
」

で
、
１
年
次
生
４
４
６
人
が

参
加
し
て
実
施
さ
れ
た
。

セ
ミ
ナ
ー
は
学
部
ご
と
に

分
か
れ
、
高
校
と
大
学
の
授

業
の
違
い
や
履
修
の
仕
方
、

各
学
科
の
学
び
の
特
徴
を
説

明
。
ま
た
、
教
員
紹
介
、
模

擬
授
業
と
い
っ
た
大
学
へ
の

理
解
を
深
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
ほ
か
、
先
輩
た
ち
に
よ
る

サ
ー
ク
ル
紹
介
や
４
人
１
組

で
自
己
紹
介
し
合
う
「
出
会

い
の
ワ
ー
ク
」
な
ど
も
行
わ

れ
た
。

１
年
次
生
た
ち
は
教
職

員
、先
輩
た
ち
の
�
生
�の
声

を
聞
き
、
交
流
を
深
め
た
。

こ
の
講
座
は
主
に
、
難
関
の

税
理
士
試
験
を
突
破
す
る
た
め

に
、
正
課
授
業
、
課
外
講
座
、

大
学
院
で
の
修
士
論
文
指
導
、

学
生
自
主
活
動
サ
ー
ク
ル
「
石

鳳
会
計
研
究
会
」
の
４
点
を
軸

に
活
動
を
支
援
す
る
も
の
で
、

学
部
在
学
中
（
４
年
間
）
の
税

理
士
資
格
の
取
得
、
あ
る
い
は

修
士
課
程
を
含
め
た
６
年
間
一

貫
教
育
で
の
同
資
格
取
得
を
目

指
す
。

【
１
】
経
営
学
部
で
は
、「
地

域
企
業
に
貢
献
で
き
る
税
理
士

等
会
計
専
門
職
の
養
成
」
を
目

的
と
し
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
会
計
コ

ー
ス
に
「
株
式
会
社
簿
記
」「
制

度
会
計
論
」の
科
目
を
新
設
。税

理
士
受
験
に
必
須
で
あ
る
「
簿

記
論
」「
財
務
諸
表
論
」
の
授
業

を
展
開
す
る
な
ど
、
会
計
系
科

目
を
拡
充
さ
せ
た
。

【
２
】
仙
台
大
原
簿
記
公
務

員
専
門
学
校
の
協
力
で
日
商
簿

記
の
課
外
講
座
を
今
年
度
か
ら

開
講
し
た
。
こ
の
講
座
は
経
営

学
部
以
外
の
学
生
も
受
講
可
能

で
、
講
座
内
容
は
上
級
コ
ー
ス

と
し
て
「
日
商
簿
記
１
級
講

座
」、
入
門
コ
ー
ス
と
し
て「
同

２
級
講
座
」
を
用
意
。
特
に
財

務
・
経
理
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

の
証
と
な
る
１
級
は
、
税
理

士
、
公
認
会
計
士
な
ど
を
目
指

す
受
験
生
の
最
初
の
登
竜
門
と

な
っ
て
い
る
。

【
３
】
税
理
士
試
験
で
会
計

２
科
目
、
税
法
３
科
目
に
つ
い

て
行
わ
れ
る
が
、
大
学
院
修
士

課
程
論
文
の
提
出
で
、
税
法
２

科
目
が
免
除
さ
れ
る
。
こ
の
制

度
を
生
か
し
、
租
税
に
関
す
る

修
士
論
文
の
指
導
を
行
う
。

【
４
】石
鳳
会
計
研
究
会
は
、

こ
れ
ま
で
も
多
く
の
実
績
を
残

し
て
き
た
勉
学
団
体
。
上
級
資

格
合
格
者
輩
出
を
目
指
す
研
究

会
を
、
よ
り
一
層
支
援
す
る
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
統

合
し
、
効
果
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
編
成
、
全
学
を
あ
げ
て

「
税
理
等
会
計
専
門
職
養
成
講

座
」
を
強
力
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

す
る
。

秋
元

希
瞳
さ
ん

基
礎
理
学
科
３
年
次
、
青

森
県
松
風
塾
高

高
校
の
理
科
の
先
生
に
な

り
た
く
て
理
工
系
全
般
を
学

ぼ
う
と
、
基
礎
理
学
科
を
志

望
し
ま
し
た
。

３
年
次
に
な
り
授
業
の
内

容
が
よ
り
専
門
的
に
な
り
ま

し
た
。
教
職
課
程
も
履
修
し

て
い
る
の
で
、
ほ
と
ん
ど
毎

日「
５
時
限
」ま
で
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
で
す
が
、
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
動
物
や
自
然
が
好

き
で
、
生
物
学
に
関
連

す
る
研
究
室
に
入
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

授
業
が
終
わ
っ
た
後

の
質
問
や
雑
談
の
中
で

感
じ
る
の
は
、
親
切

で
、
気
さ
く
な
先
生
が
多
い

こ
と
。
大
学
の
先
生
は
厳
し

く
て
気
難
し
い
と
い
う
先
入

観
が
あ
り
ま
し
た
が
、
学
生

と
の
�
距
離
�
は
近
く
、
親

近
感
を
感
じ
て
い
ま
す
。

ア
パ
ー
ト
で
一
人
暮
ら
し

を
し
て
い
ま
す
が
、
時
々
友

達
と
近
く
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で

「
海
の
幸
」
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。

気
を
つ
け
て
い
る
の
は

「
睡
眠
を
十
分
に
と
る
」
こ

と
と
「
無
理
を
し
な
い
」
こ

と
。
海
に
近
く
自
然
豊
か
な

石
巻
で
の
生
活
を
、
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

井
上

翔
太
さ
ん

機
械
工
学
科
２
年
次
、
山

形
県
米
沢
工
業
高
、
弓
道

部サ
ー
ク
ル
活
動
、
実
習
・

実
験
、
友
達
と
の
思
い
出
な

ど
、
毎
日
が
楽
し
い
の
一
言

で
す
。
研
究
内
容
の
奥
深
さ

と
学
位
プ
ラ
ス
自
動
車
整
備

士
２
級
の
受
験
資
格
を
手
に

す
る
こ
と
も
大
き
な
魅
力
。

も
と
も
と
自
動
車
に
興
味
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
実

習
に
早
く
挑
戦
し
て
み

た
い
で
す
。

サ
ー
ク
ル
活
動
に
も

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

高
校
か
ら
弓
道
を
続
け

て
い
ま
す
が
、
本
学
は

キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
弓
道

場
が
あ
り
、
恵
ま
れ
た

環
境
で
す
。
部
で
は
各
種
大

会
に
出
場
し
ま
す
が
、
目
標

は
東
北
学
生
弓
道
連
盟
の
リ

ー
グ
戦
。
現
在
は
３
部
に
所

属
し
て
い
ま
す
が
、
２
部
昇

格
を
目
指
し
、
練
習
に
励
ん

で
い
ま
す
。
個
人
で
は
昨

年
、
全
日
本
学
生
弓
道
選
手

権
大
会
予
選
・
東
北
学
生
弓

道
選
手
権
大
会
で
優
勝
で
き

ま
し
た
。
う
れ
し
い
初
体
験

で
し
た
。
大
学
受
験
を
前
に

就
職
し
よ
う
か
と
迷
っ
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
石
巻

専
大
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
経

験
を
積
み
、
進
学
し
て
良
か

っ
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

渡
部

友
太
さ
ん

情
報
電
子
工
学
科
２
年

次
、
福
島
県
福
島（
私
立
）

高
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
研
究
会

父
の
影
響
で
小
学
生
の
こ

ろ
か
ら
パ
ソ
コ
ン
に
触
れ
て

い
て
、
中
学
生
の
こ
ろ
か
ら

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
や

簡
単
な
ゲ
ー
ム
を
作
っ
て
い

ま
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

な
ど
は
今
ま
で
独
学
で
し
た

の
で
講
義
を
通
じ
、
基
礎
を

し
っ
か
り
と
学
べ
た
こ
と
は

た
め
に
な
り
ま
し
た
。

大
学
生
活
の
中
心
は

研
究
会
活
動
。
吹
奏
楽

研
究
会
な
ど
他
サ
ー
ク

ル
の
Ｈ
Ｐ
管
理
代
行
の

ほ
か
、
大
学
Ｈ
Ｐ
の
制

作
に
も
携
わ
っ
て
い
ま

す
。
先
輩
た
ち
が
制
作

し
た
情
報
電
子
工
学
科

Ｈ
Ｐ
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
と
他

学
科
の
も
の
を
統
一
さ
せ
よ

う
と
、
佐
々
木
慶
文
准
教
授

や
川
村
暁
講
師
に
相
談
し
な

が
ら
作
業
を
進
め
て
い
ま

す
。現

在
は
研
究
会
の
会
長
と

し
て
、
運
営
に
携
わ
り
、
積

極
性
や
責
任
感
が
身
に
つ

き
、
社
会
勉
強
に
も
な
り
ま

し
た
。
将
来
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
関
係
の
仕
事
に
就
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
昨
年
は
国
家
試
験
で

あ
る
Ｉ
Ｔ
パ
ス
ポ
ー
ト
の
資

格
を
取
得
。
さ
ら
に
基
本
情

報
技
術
者
試
験
を
目
標
に
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
か
ら
税
理
士
、
公
認
会
計
士
な
ど
の
会
計
専
門
職
を
目
指
す
学
生
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
特
別
講
座
「
税
理
士
等
会
計
専
門
職
養
成
講
座
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

小
澤

可
南
子
さ
ん

生
物
生
産
工
学
科
２
年

次
、
宮
城
県
古
川
学
園
高

小
さ
な
こ
ろ
か
ら
生
き
物

が
好
き
で
高
校
の
先
生
か

ら
、
「
生
物
に
関
す
る
良
い

研
究
が
で
き
る
よ
」
と
勧
め

ら
れ
た
こ
と
が
入
学
の
き
っ

か
け
で
す
。
実
際
に
学
ん
で

み
て
、
生
物
は
分
野
が
広

く
、
奥
が
深
い
と
感
じ
て
い

ま
す
。

フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
セ
ミ
ナ

ー
で
各
研
究
室
を
見
学
し
、

多
岐
に
わ
た
る
研
究
を
目
に

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

中
で
も
、
鈴
木
均
研
究
室
の

「
匂
い
∥
フ
ェ
ロ
モ
ン
に
よ

る
女
性
の
変
化
」
を
調
べ
る

研
究
は
と
て
も
お
も
し
ろ

く
、
直
接
研
究
室
を
訪
ね
、

話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

中
学
校
の
理
科
の
教

員
免
許
が
取
れ
る
こ
と

も
魅
力
で
し
た
。
中
学

校
、
高
校
と
素
晴
ら
し

い
先
生
に
恵
ま
れ
た
こ

と
も
あ
り
、
将
来
は
教

員
に
な
り
た
い
と
考

え
、
教
職
課
程
を
履
修
し
て

い
ま
す
。
講
義
が
多
く
大
変

で
す
が
、
目
標
に
向
か
っ
て

い
る
と
い
う
、
実
感
が
あ
り

ま
す
。
往
復
５
時
間
か
け
て

自
宅
通
学
し
て
い
ま
す
が
、

塾
講
師
な
ど
の
ア
ル
バ
イ
ト

も
こ
な
し
、
充
実
し
た
学
生

生
活
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

今
野

節
子
さ
ん

経
営
学
科
３
年
次
、
宮
城

県
古
川
女
子
高
（
現
・
古

川
黎
明
高
）
、
石
鳳
祭
実

行
委
員
会
、
Ｆ
Ｍ
Ｇ

学
生
生
活
の
中
心
は
サ
ー

ク
ル
活
動
と
授
業
。
中
で
も

力
を
入
れ
た
の
が
「
石
鳳

祭
」
の
企
画
・
運
営
を
行
う

石
鳳
祭
実
行
委
員
会
で
の
活

動
で
す
。
大
学
祭
の
裏
方
と

し
て
、
学
園
祭
が
円
滑
に
進

む
よ
う
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
き

ま
し
た
。
１
年
で
最
大
の
学

生
主
催
行
事
の
た
め
、
動
く

金
額
も
大
き
く
、
金
銭
に
関

す
る
感
覚
や
責
任
感
が
養
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
社
会
人

の
方
と
接
す
る
機
会
も
多

く
、
マ
ナ
ー
や
礼
儀
な
ど
、

普
段
の
大
学
生
活
で
は
意
識

し
て
い
な
い
点
も
考
え
る
き

っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
企

画
が
形
に
な
っ
た
時

は
、
何
物
に
も
代
え
が

た
い
達
成
感
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
現

在
は
卒
業
ア
ル
バ
ム
を

制
作
す
る
Ｆ
Ｍ
Ｇ
で
、

新
た
な
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

授
業
で
は
フ
ラ
ン
ス

語
や
経
営
学
な
ど
初
め
て
学

ん
だ
こ
と
が
印
象
に
残
っ
て

い
ま
す
。
中
で
も
経
営
学
は

会
社
員
と
し
て
重
要
な
知
識

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
さ
ま

ざ
ま
な
講
義
を
受
講
し
、
就

職
活
動
に
向
け
、
職
業
の
選

択
肢
が
広
が
っ
た
と
思
い
ま

す
。

学
生
生
活
に
欠
か
せ
な

い
、
主
な
施
設
を
紹
介
す

る
。【

図
書
館
】
理
工
学
・
経

営
学
関
連
の
図
書
約
１５
万
冊

と
、
学
術
雑
誌
１
９
９
２
タ

イ
ト
ル
（
和
雑
誌
１
２
２

４
、
洋
雑
誌
７
６
８
）
の
蔵

書
数
を
誇
る
（
２
０
０
９
年

４
月
１
日
現
在
）。

【
教
育
・
研
究
施
設
】
最

先
端
の
設
備
が
整
え
ら
れ
、

学
生
の
実
験
・
実
習
で
活
用

さ
れ
て
い
る
。

主
な
装
置
と
し
て
▽
ウ
ォ

ー
タ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
実
験
装
置

▽
Ｄ
Ｎ
Ａ
シ
ー
ケ
ン
サ
ー
▽

電
子
顕
微
鏡
（
走
査
型
、
透

過
型
）
▽
核
磁
気
共
鳴
測
定

装
置
、
な
ど
が
あ
る
。ま
た
、

Ｎ
Ｃ
旋
盤
や
フ
ラ
イ
ス
盤
な

ど
の
工
作
機
械
も
多
種
類
整

備
さ
れ
て
い
る
。

【
自
動
車
工
学
セ

ン
タ
ー
】
国
土
交
通

省
が
指
定
す
る
一
種

養
成
施
設
と
し
て
、

検
査
ラ
イ
ン
や
各
種

テ
ス
タ
ー
、
走
行
テ

ス
ト
が
行
え
る
シ
ャ

ー
シ
ダ
イ
ナ
モ
メ
ー

タ
ー
な
ど
、
一
般
の

サ
ー
ビ
ス
工
場
に
準

ず
る
設
備
を
導
入
し

て
い
る
。

【
情
報
教
育
セ
ン
タ
ー
】

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
室
の
パ
ソ

コ
ン
（
３
０
０
台
）
はW

i
n
d

o
w
s
X
P

とL
i
n
u
x

の
デ
ュ

ア
ル
Ｏ
Ｓ
で
稼
動
。
一
般
的

なW
i
n
d
o
w
s

環
境
だ
け
で

な
く
、Li

n
u
x

等
のO

p
e
n

S
o
u
r
c
e

基
盤
に
も
対
応
す

る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
も

拡
充
さ
れ
、学
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
、学

外
接
続
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

加
え
、
昨
年
か
ら
は
公
衆
無

線
Ｌ
Ａ
Ｎ
も
使
用
可
能
。

【
学
生
食
堂
】
学
生
食
堂

の
ほ
か
、
喫
茶
室
と
カ
フ
ェ

テ
リ
ア
売
店
が
あ
り
、
食
生

活
を
支
え
て
い
る
。
特
に
学

生
食
堂
は
豊
富
な
メ
ニ
ュ
ー

が
取
り
そ
ろ
え
ら
れ
て
い

る
。

安
心
し
て
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ

イ
フ
を
過
ご
せ
る
よ
う
に

「
学
生
相
談
室
」
「
学
習
支

援
室
」
を
設
け
、
学
生
の
さ

ま
ざ
ま
な
悩
み
に
対
応
し
、

学
生
生
活
を
支
え
て
い
る
。

【
学
生
相
談
室
】
学
生
生

活
で
感
じ
る
事
柄
に
つ
い

て
、
対
人
関
係
や
将
来
の
こ

と
、
自
分
の
性
格
に
つ
い
て

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
に

つ
い
て
、
専
門
の
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
が
話
を
聞
き
、
相
談
に

応
じ
、
必
要
な
情
報
を
提
供

す
る
。

【
学
習
支
援
室
】
大
学
院

生
や
研
究
生
が
ス
タ
ッ
フ
を

務
め
、
基
礎
学
力
の
向
上
や

弱
点
分
野
の
克
服
を
サ
ポ
ー

ト
。
同
室
は
自
主
勉
強
に
も

使
う
こ
と
も
で
き
、
質
問
に

は
先
輩
た
ち
が
丁
寧
に
応
じ

る
。

学
術
研
究
の
奨
励
や
経
済
援
助
を
目
的
に
、
本
学
で
は
独
自
の
奨
学
金
制
度
を
用
意

し
て
い
る
。
左
表
の
奨
学
金
は
い
ず
れ
も
給
付
（
返
還
不
要
）
で
、
国
の
機
関
や
地
方

自
治
体
、
民
間
団
体
の
奨
学
金
と
の
併
用
も
可
能
。
毎
年
多
く
の
学
生
が
奨
学
金
の
サ

ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
研
究
に
励
ん
で
い
る
。

２
０
０
９
年
度
は
さ
ら
に
種
類
を
増
や
し
、
拡
充
さ
れ
る
予
定
。

本学では「通学支援バス」を２００８年４月から運行している。

用意されているのは①石巻駅前～大学の路線バス②宮城県北部（古

川、築館、一関）の３路線～大学の専用バス③仙台市内～石巻市内（一

部大学発着）の高速バス。いずれも大学が乗車料金の一部を補助し、

㈱ミヤコーバスの路線バスを利用する①③は格安の専用回数券を用意

している。また、②は朝・夕に各１便ずつ運行。石巻市外からの通学

を支援している。※料金、運行ダイヤ等はホームページを参照。

（
メ
ニ
ュ
ー
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
施
設
紹
介
」
に
掲
載
）。
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▲ 学生ホール

５人の在学生に学問の探究、資格試験への挑

戦、サークル活動、アルバイト、一人暮らし体

験などのキャンパスライフと石巻専修大学の魅

力、そして将来への夢を語ってもらった。

先
生
と
の〝
距
離
〟が
近
い

生
物
研
究
の
奥
深
さ
知
る

▲ 温州サマープログラム

▲ メインステージ

施
設
紹

介

▲ 自動車工学センター

▲ 海外語学研修（米シアトル）

▲ 書道部の作品展

輝輝いいてていいまますす。。私私ののキキャャンンパパススラライイフフ

こ
こ
だ
け
の
経
験
が
魅
力

▲ 図書館

▲ サッカー部

▲ 模擬店で

「
石
鳳
祭
」の
実
行
委
員
に

▲ 吹奏楽研究会Ｓ．Ｗ．Ｏ

▲ クリスマスコンサート

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

Ｈ
Ｐ
制
作
で
充
実
の
日
々

▲ 陸上競技部

▲ カツオのさばき方教室

充
実
の「
奨
学
金
制
度
」

他
機
関
・
民
間
と
の
併
用
も
可
能

「
出
会
い
の
ワ
ー
ク
」
で
自
己
紹
介

全
学
科
で
「
コ
ー
ス
制
」導
入

よ
り
「
専
門
的
な
学
び
」へ

新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

▲ 和やかに自己紹介

▲ 模擬授業の様子

●
税
理
士
等
会
計
専
門
職
養
成
講
座
が
ス
タ
ー
ト
●

▲ 日商簿記試験合格を目指し、勉学に励む石鳳会計研究会

▲ 多くの参加者がつめかけた簿記講

座のオリエンテーションの様子

乗車料金の一部を補助

快適・便利

通学支援バス
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21

日






（８）２００９年（平成２１年）５月１５日石巻専修大学特集ニ ュ ー ス 専 修（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）第４６４号（９）







